
環境未来都市計画等のこ れまで の様々な取組の蓄積を 活かし 、域内外の多様なステーク ホルダーと の連携を 強化し ながら 、 地域連携プラット

フォーム等の連携推進基盤を 活用して、コ ンパクト シティ 戦略の自律的好循環を 促進し ます。

本市の行政体内部の執行体制については、SD G sに関連する学識経験者、民間企業、市民ネット ワーク 等で構成する「 富山市SD G s未来都市戦略会

議（ 会長： 市長）」を設置し 、庁内の組織横断的な連携のもと 、これまでの環境モデル都市、環境未来都市の取組を 一層深化さ せていく ためのガバナン

スを 強化し ます。

また、SD G sの実行力をさ ら に高めるため、庁内の各部局長による「 富山市SD G s未来都市推進本部（ 本部長： 市長）」を設置すると と も に、政策アイ

デアを 反映する課題別タ スク フォースと 、地域連携プラット フォ ームや民間企業等と の協働プロジェ クト の有機的な連携を強化するこ と により 、実効

性やスピード 感を高めたSD G sの推進体制を構築し ます。

発行： 富山市SD Gs未来都市推進本部事務局（ 富山市環境部環境政策課）　 〒93 0 -8510 　富山県富山市新桜町7番38号　TEL： 076 -4 43 -2053 　FAX： 076 -4 43 -212 2

取組方針

人口減少の進展に伴い、人やコ ミ ュニティ と のつながり の希薄化が懸念

さ れる中、市内のみならず、国内外の都市・ 地域と のネット ワーク を 活か

し た多様なステーク ホルダーと の連携、パート ナーシップの構築により 、

都市ブランド 力を高めた「 選ばれる都市」を目指し ます。

SD G sに関心を持つ「 サポータ ー」や自ら 普及展開の担い手と して活動

する「 推進コ ミ ュ ニケータ ー」を 養成するほか、SD Gsを 題材と する 探求

学習や教育旅行の誘致を含め、世代を問わずSD G sに取り 組む人材を育

成し ます。

取組内容

〈  未来共創拠点施設「 Sk e tch  La b（ スケッ チラ ボ） 」 〉

〈  市内企業の技術・ ノ ウハウの国際展開 〉

◆SD G sの普及展開、サポータ ー・ 推進コミ ュニケータ ーの育成、

　 SD G s教育の推進

PPP/PFIの推進を目的と する「 と やま地域プラット フォーム」等の多様な

地域連携プラット フォームを継続的に運営すると と も に、未来共創の具現

化に向けて、新たなビジネス創出や暮らし の課題解決を目指す交流・ 共創

スペース「 Sketch  Lab 」を運営し ます。

◆官民連携・ 未来共創の推進

多様な国際連携ネット ワーク を 活かし 、東南アジアを 中心とし た海外

の都市・ 地域に対して、小水力発電等の市内企業の技術・ ノ ウハウやコ ン

パクト シティ 戦略のパッ ケージ展開により 、まち づく り 支援や生活水準

の向上等を 通して、現地の課題解決に貢献し ます。

◆コンパクト シティ 戦略のパッ ケージ化と 国際展開

本市のSD G s推進体制の全体像は、次のと おり です。 

Ske tch  La bで実施する課題解決型

プロジェ クト への市外から の参加人数

SD Gs教育の

実施件数

K PI サポータ ー／個人1,2 0 0人、法人2 0 0 社

推進コ ミ ュニケータ ー／ 3 0 0人

（ 202 5 年度までの累計）

富山市SD G sサポータ ー／

SD G s推進コ ミ ュ ニケータ ー数

2024 年度： 3 0 0人 2 025 年度：

178件

⑤ 都市・ 地域： 多様なステークホルダーと の連携による都市ブランド 力の向上

推進体制

第2 次富山市SD Gs未来都市計画においては、本市の2 0 3 0年のあるべき 姿を以下のよう に設定し ます。

コ ン パク ト シティ 戦略によ る 持続可能な付加価値創造都市の実現

本計画において、こ れまでの環境モデル都市、環境未来都市の取組を

経済価値、社会価値、環境価値の統合による都市創造のスパイラルアップ

の視点から 発展さ せ、SD G s未来都市「 コ ンパクト シティ 戦略による持続

可能な付加価値創造都市」の実現を目指し ます。

2 0 3 0年のあるべき姿

経済価値

市内企業の産業競争力の強化や新技術の活用等により 、持続可能な

付加価値を創造し 続けるまちが実現している 。

社会価値

健康・ 医療、子育て・ 教育環境の充実等により 、一人ひとり が個性

を 発揮し 、活力あるまちが実現している。

環境価値

脱炭素イノ ベーショ ン・ 再生可能エネルギーの有効利用等により 、

地域循環共生圏を構築し 、雄大な自然と 調和し た、誰も が暮らし た

いまちが実現している。

2 0 3 0年のあるべき姿の実現に向けた優先的なゴール

〈  富山市の目指す都市創造のスパイ ラ ルアッ プ 〉

① 世界のロールモデルと なること を目指し た環境モデル都市、環境未来都市における取組の深化・ 充実

② 分野横断的・ 複合的な課題解決を目指し た機動的・ 戦略的なSD G s推進体制の確立

③ 市民・ 地域への浸透を目指し た自治体SD G sの普及展開

④ 未来共創を見据えた多様なステーク ホルダーと の連携

〈  SD G sの推進に向けたポイ ン ト  〉

経済

ゴール

K PI
市内総生産

社会

ゴール

K PI
健康であると 感じ る市民の割合

環境

ゴール

K PI

2 0 3 0 年度： 2 兆1 ,0 5 4 億円 2 0 2 6 年度： 8 6 .0％ 2 0 3 0 年度： 3 0 .0％

温室効果ガス排出量の
削減割合（ 20 05 年度比）

〈  3 つの価値 〉

〈  目指す将来像 〉

富山市SD G s未来都市計画第2 次

コ ンパクト シティ 戦略による 持続可能な付加価値創造都市の実現

概要版



自治体SD G sの推進に資する 2 021～2 0 2 5 年度の取組の概要

① 都市のかたち： 公共交通を軸とし た拠点集中型のコンパクト なまちづく り の実現

取組方針

まち づく り・ 公共交通、居住誘導・ 市街地活性化、質の高いイン

フ ラ 整備等を 通じ て、地域生活拠点と のネット ワーク 機能を高め

る「 コンパクト シティ 」を形成し ます。

総人口に占める 公共交通が便利な地域に
居住する 人口の割合

住民基本台帳等のさ まざまなデータ を 活用し ながら 、人口・ 世

帯の分布構造の変化をはじ め、こ れまでの「 公共交通を 軸と し た

拠点集中型のコンパクト なまちづく り 」の施策効果、持続可能な都

市経営への貢献度を 体系に分析すると と も に、そのレピュ テー

ショ ンの向上を図り ます。

取組内容

〈  本市の目指す地域循環共生圏（ ローカ ルSD G sの実装） 〉

〈  富山市センサーネッ ト ワーク 事業 〉

〈  スマート 農業ロボッ ト の導入実証 〉

〈  総曲輪レ ガート スク エアの整備（ 旧総曲輪小学校跡地） 〉

〈  「 と ほ活（ 富山で 歩く 生活） 」 の推進 〉

◆データ の利活用によるコ ンパクト シティ 戦略の効果分析と

　 レピュテーショ ンの向上

65 歳以上の高齢者を 対象に公共交通利用料金を1回10 0 円と

する「 おでかけ定期券事業」、交通不便地域の解消を目的と して、

地域が運営組織を立ち上げ運行する「 地域自主運行バス事業」を

継続実施し ます。

◆おでかけ定期券事業、地域自主運行バス事業の継続実施

グリ ーンスローモビリ ティ のモデル運行等の環境負荷の少ない

持続可能な交通システムの構築に向けた取組みの継続と と も に、

M aa SやCA SE等のICT技術を 活用し た利便性の高い次世代型交

通システムの導入に向けた検討を推進し ます。

◆次世代型交通システムへの対応

③ エネルギー： セーフ＆環境スマート シティと 自立分散型エネルギーシステムの構築

取組方針

LN G 等の有効活用に配慮しつつ、脱炭素化と 都市レジリ エンスの融合により 、安全・ 安心かつ環境負荷を 低減し た「 セーフ＆環境スマート シティ 」を構

築すると と もに、地域の特性を 活かし た再生可能エネルギーの地産地消を推進する自立分散型エネルギーシステムの展開により 、地域循環共生圏の構

築を目指し ます。

地域特性を 踏まえた多様な再生可能エネルギーの導入拡大や

利活用策、エネルギーマネジメ ント 手法の導入等を推進し 、こ れま

でのコ ンパクト シティ 戦略による持続可能な都市経営を深化さ せ

る包括的なエネルギー政策を推進し ます。

取組内容

◆持続可能な都市経営を 深化さ せる包括的なエネルギー政策の推進

環境問題のみならず、経済・ 社会問題の同時解決により 、ローカ

ルSD G sの実現を目指す地域循環共生圏の構築に向けて、経済・

社会・ 環境の三側面にインパクト を も たらす再生可能エネルギー

に着目し 、市内外のステーク ホルダーと 協働して取り 組むエネル

ギープロジェ クト を推進し ます。

◆再生可能エネルギーに着目し た地域循環共生圏の構築

セーフ＆環境スマート モデル街区から 得たノ ウハウ・ 知見等を 活

かし 、再生可能エネルギー発電設備やエネルギーリ ソ ースの面的展

開により 、再生可能エネルギー由来の電力利用率の向上や災害時

のBCP対策を 強化し たサステナブルゾーンの形成を 図り ます。

◆自立分散型エネルギーシステムの面的展開と レ ジリ エンスの強化

④ 産業： 産業活力の向上による技術・ 社会イノ ベーショ ンの創造

取組方針

市内企業の産業競争力の強化を図るため、本市の経済をけん引

するも のづく り 産業の更なる活性化、大半を占める中小企業の振

興、農林水産業の成長産業化、新たな産業の創出に向けて、幅広

い業種における事業活動でのデータ の利活用の促進、DXの推進

等により 、新たなイノ ベーショ ンを 生み出す基盤を 整備し 、「 技術・

社会イノ ベーショ ン創造都市」の形成を目指し ます。

市内居住エリ アのほぼ全域をカ バーするセン サーネット ワーク

から 収集し たヒト・ モノ に関する様々なデータ の分析・ 活用による

IoT技術を 活用し た新たな市民サービスや産業の創出等、技術・ 社

会イノ ベーショ ンの喚起に向けた取組を推進し ます。

取組内容

◆センサーネット ワークの利活用の促進

農林水産業全般の成長産業化に向けて、A I・ ICT・ ロボット 技術

等の先端技術の活用による省力化・ 高品質生産を 実現するため、

スマート 機器の導入を推進すると と も に、データ の見える化によ

る農作業の効率化や生産性の向上を図り ます。

◆スマート 農林水産業の推進による生産性の向上

ナノ 粒子化技術のバイオマスプラ スチッ ク 製造等への応用展開

により 、静脈産業の活性化やサーキュラ ーエコ ノ ミ ーの推進基盤を

形成すると と も に、新たな産業イノ ベーショ ンの創出を図り ます。

◆地域内資源循環プロセスの強化

② 市民生活： ヘルシー＆交流シティ の形成と 質の高いライフ・ ワークスタイルの確立

取組方針

健康・ 福祉の推進、子育て環境の充実等を通じ て、地域が一体と

なり 、健康・ 子育て・ 教育に取り 組める「 ヘルシー＆交流シティ 」の

形成を図り 、ソ ーシャルキャピタルが豊かな、市民にと って質の高

いライフ・ ワークスタイルが享受できる都市の実現を目指し ます。

 子ども から 高齢者までが、健康で安心し た生活を 送ること がで

きるよう 健康づく り・ 介護予防の推進を図ると と も に、切れ目ない

在宅医療と 介護サービ スを 一体的に提供するため、地域の医療・

介護関係者の連携強化を図り ます。

取組内容

◆地域の健康づく り 、介護予防、在宅医療・ 介護連携の推進

総曲輪レ ガート スク エアにおいて、まち なか総合ケアセンタ ー

による子育て支援から 在宅医療にわたる総合的な福祉・ 医療サー

ビ スの提供と と も に、民間企業・ 団体等と 連携し た健康づく り に

関するプログラムの展開により 、健康寿命の延伸と 医療費削減、

さ ら にはヘルスケア産業の創出・ 育成を図り ます。

◆総合的な福祉・ 医療サービスの展開によるウェ ルビーイングの向上

健康・ 環境・ まち づく り 等にマルチベネフィ ット を も たらす公共

交通をバランス良く 利用する「 モビリ ティ マネジメ ント 」と の連携

強化により 、市民の歩く ライフスタイルへの転換を推進する「 と ほ

活」関連施策を展開し ます。

◆市民の歩く ライフ スタ イ ルへの転換、モビリ ティ マネジメ ント の推進

（ と ほ活ア プ リ ）

K PI
2 02 5 年度： 42 .0 ％ 2 02 5 年度： 15 .9％

公共交通利用率

2 02 6 年度： 日曜4 6 ,0 0 0人以上

温室効果ガス
排出量の
削減割合

電力需要に対する
再生可能エネルギーの

導入割合
自主防災組織の組織率

K PI

2 0 3 0 年度： 3 0 .0 ％ 2 0 3 0 年度： 4 7 .2 ％ 2 0 2 6年度： 7 0 .0 ％以上

健康である と 感じ る 市民の割合
市が依頼する メ ン タ ル
ヘルスサポータ ー数K PI

2 0 2 6 年度： 8 6 .0 ％ 2 0 2 6 年度：（ 前期）9 6 .0％以上、（ 後期）6 6 .0 ％以上

健康な 高齢者の割合

2 0 2 3 年度： 1 0 0 名

市内総生産 スマート 農林水産業導入経営体数
富山市センサーネッ ト ワーク を活用し た

実証実験公募採択数K PI
2 0 2 5 年度： 2 兆8 0 3 億円 2 0 2 4 年度： 4 0 事業 2 0 2 6 年度： 1 2 件

中心商業地区及び富山駅周辺地区の
歩行者通行量

〈  LRTネッ ト ワーク の形成 〉

〈  おでかけ定期券事業 〉


